
協働ロボットの活用
樹脂製造部成形課　　和泉

おはようございます。

今日は長年渡り日本の課題として取り上げられる少子高齢化による生産年齢人口の

減少に対し解決策の一つとして作業工程の一部を協働ロボットで補うという成形課の

取り組みについて紹介させて頂きます。

・導入の経緯

　昨今一部のお客様より出荷用ケースをダンプラ（軽量）よりコストの安いＴＰケース

　（重量）への変更要求があり1ケース数ｋｇの物から製品を入れると10ｋｇ程度になる

　ものへ切り替えが進められています。

　成人男性であればケースの段積み作業は対応できますが60代の方や女性では対応が

　困難な場面が多く今後の人員配置に不都合が生じることが懸念されておりました。

　その打開策としてYouTubeで配信されていた動画をみて検討をスタートしました。



・導入協働ロボットの特徴

現在の作業状況



・今後の展望

　現在ロボットメーカーと工程設計と動作ステップの打合せを行い5月には試運転

　6月下旬には量産工程への導入を予定しています。

　導入後は動作の最適化を行いノウハウを蓄積しその他の工程での活用も行い

　今後の受注状況の変化に対応しより強い課へとなるよう考えております。

検討ステップ数７５

ロボット導入イメージ


